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平成 １８ 年９ ／ １
ピーマン（狛江産野菜）

　

な
お
、
出
席
す
る
方
は
配
布
し

た
招
待
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
敬
老
入
浴
券
の
配
布

　

調
布
狛
江
浴
場
組
合
の
ご
好
意

に
よ
り
、
満　

歳
以
上
の
市
民
の

６５

方
が
、
９
月　

日
�
・　

日
�
・

１５

１６

　

日
�
の
３
日
間
、
１
人
１
回
に

１７限
り
市
内
公
衆
浴
場
を
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。

　

入
浴
券
は　

日
�
ま
で
、
次
の

１３

施
設
で
そ
れ
ぞ
れ
開
館
時
間
中
に

配
布
し
ま
す
。

〔
配
布
施
設
〕
高
齢
福
祉
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
こ
ま
え
苑
、
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
正
吉
苑
、

野
川
・
上
和
泉
・
岩
戸
・
南
部
各

地
域
セ
ン
タ
ー

■
敬
老
金
の
支
給

　

９
月
１
日
現
在
で
、
喜
寿
・
米

寿
の
方
お
よ
び
白
寿
以
上
の
方
を

対
象
に
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

期
間
中
に
、
民
生
委
員
と
職
員
が

対
象
の
方
が
い
る
家
庭
に
お
届
け

し
ま
す
。

〔
対
象
〕
�
満　

歳
（
昭
和
３
年

７７

９
月
２
日
か
ら
４
年
９
月
１
日
生

ま
れ
ま
で
）
の
方
�
満　

歳
（
大

８８

正
６
年
９
月
２
日
か
ら
７
年
９
月

１
日
生
ま
れ
ま
で
）
の
方
�
満　
９９

歳
以
上
（
明
治　

年
９
月
１
日
以

４０

前
生
ま
れ
）
の
方

〔
支
給
金
額
〕
�
７
�
０
０
０
円

�
１
万
円
�
２
万
円

〔
支
給
期
間
〕
９
月　

日
�
〜　

１２

３０

日
�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
や
存
在
感

を
感
じ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
快

適
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
市
で
は
市
民
文
化
の
振

興
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
と

敬
意
を
表
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
大
会

〔
日
時
〕９
月
３
日
�
午
前　

時
・

１０

午
後
１
時
か
ら

〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方
（
９

７５

月
１
日
現
在
）

〔
内
容
〕
式
典
・
演
芸
（
日
本
の

歌
・
唱
歌
・
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
の

坂
入
姉
妹
、
歌
と
コ
ン
ト
と
も
の

ま
ね
シ
ョ
ー
の
灘
康
次
と
モ
ダ
ン

カ
ン
カ
ン
ほ
か
）
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高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢

者
の
関
与
す
る
交
通
事
故
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
自
身
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
一
般

運
転
者
は
徐
行
や
十
分
な
間
隔
を
保

持
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
」
を
心
掛
け
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

 
▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

　

二
輪
車
運
転
時
に
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
制
限
、
無
理
な
追
い
越
し
を
し
な

い
、
カ
ー
ブ
や
交
差
点
の
手
前
で
は

十
分
に
速
度
を
落
と
す
な
ど
、
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
子
ど
も
と

高
齢
者
を
中
心
と
し
て
）

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
飲
酒
運
転
等
、
悪
質
・

危
険
な
運
転
の
追
放
を
図
り
ま
す
。

�
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
反
射

材
用
品
等
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

�
自
転
車
も
「
車
」
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
、
歩
道
通
行
時
の
安
全
走

行
や
前
照
灯
の
点
灯
な
ど
安
全
で
思

い
や
り
の
あ
る
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

�
飲
酒
・
暴
走
運
転
、
運
転
中
の
携

帯
電
話
等
の
使
用
な
ど
、
危
険
性
の

理
解
を
重
点
と
す
る
運
転
者
教
育
を
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推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
転
倒
事
故
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
自
転
車
に
幼

児
を
乗
せ
る
と
き
は
幼
児
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
は
依
然

と
し
て
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
後
部
座
席
を
含
め
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必
要
性
お
よ
び
効

果
を
訴
え
、
そ
の
指
導
・
啓
発
を
徹

底
し
ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
衝

撃
に
対
し
自
ら
を
防
御
す
る
能
力
を

持
た
な
い
子
ど
も
を
交
通
事
故
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
保
護
者
等
に
対

し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
必

要
性
と
効
果
、
正
し
い
着
用
方
法
等

に
つ
い
て
広
報
啓
発
に
努
め
ま
す
。

 　

市
は
、
放
置
禁
止
区
域
内
の
放
置

自
転
車
の
撤
去
と
監
視
・
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

調
布
警
察
署
は
、
駅
周
辺
の
自
動

二
輪
車
と
車
両
の
駐
車
違
反
の
取
り

締
ま
り
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

 　

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
自

動
車
安
全
運
転
と
事
故
防
止
の
運
転

者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
９
月
６
日
�
中

央
公
民
館
▽　

日
�
南
部
地
域
セ
ン

２２

タ
ー
午
後
６
時　

分
か
ら
受
け
付
け
、

３０

午
後
７
時
〜
８
時

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
（
４
８
８
）
０
１
１
０
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〜
お
も
い
や
り

人
に
車
に

こ
の
ま
ち
に
〜

〜
お
も
い
や
り　

人
に
車
に　

こ
の
ま
ち
に
〜
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灘康次とモダンカンカン 坂入姉妹

家族の愛で幼い命を守りましょう
～チャイルドシートの着用をお願いします～



������������������������������
　

家
族
に
万
が
一
ご
不
幸
が
あ
っ
た

と
き
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
と
っ
て
葬

儀
費
用
は
、
経
済
的
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
が
葬
儀

を
行
う
場
合
に
、
標
準
的
な
葬
儀
を

廉
価
で
行
い
、
家
族
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
市
内
で
葬
儀
を

執
り
行
う
市
民

〔
申
請
方
法
〕
狛
江
市
市
民
葬
儀
券

交
付
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、「
葬
儀

券
」
を
受
け
取
り
、
市
民
葬
儀
取
扱

店
に
渡
し
て
申
し
込
み
ま
す
。
葬
儀

終
了
後
、
葬
儀
券
に
定
め
ら
れ
た
料

金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
請
場
所
〕
開
庁
時
は
産
業
生
活

課
、
閉
庁
時
は
１
階
宿
直
室

〔
料
金
〕
表
の
Ａ
・
Ｂ
区
分
（
祭
壇

の
仕
様
の
区
分
）
を
選
べ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢

福
祉
課
へ
。

 　

市
で
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、

高
度
地
区
の
建
物
の
絶
対
高
さ
制
限

を
定
め
る
原
案
を
策
定
し
、
説
明
会

の
開
催
や
広
報
・
冊
子
の
配
布
等
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
都
と
の
協
議
・

同
意
を
経
て
、
市
の
原
案
ど
お
り
都

市
計
画
変
更
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
告
示
・
施
行
は
９
月
１
日
�

と
な
り
ま
す
。

　

変
更
後
は
、
今
あ
る
住
環
境
の
保

護
や
良
好
な
都
市
景
観
の
実
現
を
目

指
し
、
第
一
種
高
度
地
区
に
は　

�
、

２０

第
二
種
高
度
地
区
に
は　

�
・　

�

２５

３０

の
絶
対
高
さ
制
限
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

　

変
更
後
の
都
市
計
画
図
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
施
行
さ
れ
た
用
途
地
域

の
都
市
計
画
変
更
の
内
容
も
合
わ
せ

て
反
映
し
た
も
の
を
、
市
民
課
で
販

売
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
一
部
５
２

０
円
）。

　

ま
た
、
変
更
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
計
画
課
窓
口
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

 
〔
対
象
〕
▽
来
年
小
学
校
に
入
学
す

る
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
▽
現
在

小
学
校
６
年
に
在
学
し
て
い
て
、
来

年
４
月
か
ら
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護

学
校
の
中
学
部
ま
た
は
市
立
中
学
校

の
心
身
障
害
学
級
へ
入
学
を
希
望
す

る
方
▽
現
在
通
常
の
学
級
に
在
学
し

て
い
て
、
市
立
小
・
中
学
校
の
心
身

障
害
学
級
へ
転
学
ま
た
は
通
級
学
級

高
度
地
区
の
都
市
計
画
変
更

が
決
定
し
ま
し
た

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
・
転
学
相
談

へ
通
級
を
希
望
す
る
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

 　　

３
月　

日
に
都
の
火
災
予
防
条
例

３１

が
改
正
さ
れ
、「
優
良
防
火
対
象
物
認

定
表
示
制
度
」（
優
マ
ー
ク
制
度
）
が

新
た
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
背

景
に
は
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

ビ
ル
が
出
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
火

対
象
物
の
特
性
に
応
じ
た
安
全
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
優
マ
ー
ク
制
度
は
、　

月
１

１０

日
�
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
申
請

の
受
け
付
け
は
、
８
月　

日
�
か
ら

１０

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

〔
申
請
で
き
る
防
火
対
象
物
〕
防
火

管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
防
火
対
象
物
（
物
販
・
飲
食
等　
３０

人
以
上
、
共
同
住
宅
・
事
務
所
等　
５０

人
以
上
を
収
容
す
る
建
物
）

〔「
優
マ
ー
ク
」
の
効
果
〕
建
物
利

用
者
は
、「
優
マ
ー
ク
」
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
建
物
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
物
を

管
理
す
る
方
は
、
公
的
機
関
の
認
定

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、自
主
的
・

意
欲
的
な
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
、

よ
り
一
層
の
防
火
安
全
性
の
向
上
が

図
ら
れ
ま
す
。

〔
申
請
方
法
〕
申
請
を
希
望
す
る
建

物
の
管
理
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る

方
が
、
狛
江
消
防
署
に
申
請
し
ま
す
。

申
請
を
受
け
た
消
防
署
は
、
審
査
・

検
査
を
行
い
、
認
定
基
準
に
適
合
し

た
場
合
は
消
防
署
長
が
認
定
し
、
公

表
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
る
と
、
優
良
防
火
対
象

物
認
定
証
（「
優
マ
ー
ク
」）
を
表
示

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消
防
署
�

（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

優
良
防
火
対
象
物
認
定
表
示

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

 
〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２４

午
後
１
時

〔
開
設
窓
口
〕
市
民
課
・
課
税
課
・

収
納
課
・
保
険
年
金
課
・
社
会
福
祉

課
・
高
齢
福
祉
課
・
児
童
福
祉
課

※
取
扱
業
務
や
必
要
書
類
等
は
、
事

前
に
担
当
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

 　

長
く
同
一
職
業
に
従
事
し
優
れ
た

技
能
を
有
す
る
技
能
功
労
者
と
、
長

く
農
業
に
従
事
し
他
の
模
範
と
な
る

農
業
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

表
彰
基
準
と
推
薦
方
法
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
技
能
功
労
者
表
彰
基
準
〕
▽
技
能

経
験
年
数　

年
以
上
で
満　

歳
以
上

３０

６０

の
方
▽
市
内
に
引
き
続
き
５
年
以
上

居
住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
▽

主
と
し
て
市
内
で
仕
事
を
し
て
い
る

方
▽
他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
方
※
各
職
種
別
に
表
彰
人
数
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

〔
農
業
功
労
者
表
彰
基
準
〕
▽
農
業

経
験
年
数　

年
以
上
で
満　

歳
以
上

３０

６０

の
方
▽
他
の
農
業
従
事
者
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
方

〔
推
薦
方
法
〕
技
能
功
労
者
の
場
合

は
、
勤
務
す
る
事
業
所
も
し
く
は
所

属
す
る
団
体
の
代
表
者
な
ど
が
、
農

業
功
労
者
の
場
合
は
、
所
属
す
る
農

協
支
部
の
代
表
者
な
ど
が
推
薦
人
と

な
っ
て
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
日
曜
窓
口

技
能
・
農
業
功
労
者
を
推
薦

し
て
く
だ
さ
い

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月
８

日
�
ま
で
に
秘
書
広
聴
課
へ
。

 　

市
議
会
議
員
の
報
酬
な
ら
び
に
市

長
な
ど
常
勤
の
特
別
職
の
給
料
額
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕　

歳
以
上
の
市
内
在

２０

住
・
在
勤
者
で　

月
か
ら　

月
ま
で

１０

１２

の
間
、
約
４
回
、
午
前
中
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人
（
選
考
に
よ
り

決
定
）

〔
任
期
〕　

月
１
日
〜
平
成　

年
８

１０

２０

月　

日
３１

〔
応
募
方
法
〕
９
月　

日
�
ま
で

１５

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
所
定

の
応
募
用
紙
と
作
文
「
特
別
職
の
報

酬
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
を
８

０
０
字
以
内
（
用
紙
自
由
）
に
ま
と

め
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
の
提
出
書
類
は
、
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

へ
。

 　

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
か
つ
適
切

に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
狛
江
市

介
護
保
険
推
進
市
民
協
議
会
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
応
募
す
る
方
は
要
領

を
送
付
し
ま
す
の
で
９
月　

日
�
ま

１５

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
・
定
員
〕
▽　

歳
以
上　

歳

４０

６５

未
満
の
市
民
２
人
▽　

歳
以
上
の
市

６５

民
２
人
▽
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
２
人
以
内

〔
任
期
〕　

月
２
日
か
ら
３
年
間

１１

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
市

民
委
員
募
集

介
護
保
険
推
進
市
民
協
議
会

委
員
募
集

■市民葬儀取扱店

電　　話住　　所店　　名

（３４３０）１７００東和泉１―１０―３（株）沖田ダイイチ

（３４８９）５１０６岩戸北４―１７―１３多摩式典（株）狛江店

（５４９７）３９００岩戸北３―１―１０（株）有山葬儀社

（３４８８）０６６７東和泉１―１２―６まこと式典狛江支店

葬祭センター
０４２（３６６）７０００東和泉１―２―１９マインズ農業共同組合

狛江支店

（５４３８）７６８０中和泉１―２―１８（有）山中葬祭

※いずれも２４時間受け付けています。

■狛江市民葬儀料金表

ＢＡ区　　分

２１万７,３５０円
金襴５段

祭　壇 彫刻３段

１７万３,２５０円金襴４段

２万４,２５５円２０�まで
霊柩車

３万　１３５円３０�まで

４万３,４００円大　人
火葬料

２万３,８００円小　人

　　　　１万１,４４５円（７寸）
　　　　１万　２９０円（６寸）大　人

容器代
　   ５,０４０円小　人

※火葬料は非課税ですが、その他は税込料金です。
※料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用具、焼香用
具、役所手続きを含み、使用日数は２日以内です。

■付帯料金

金　　額品　　名

２万１,０００円～２万６,２５０円写真代

　　　８,４００円～１万　５００円会葬礼状（１００枚）

　　　８,４００円～１万　５００円ドライアイス

２万６,２５０円～３万１,５００円花額

１万　５００円から供物

１万５,７５０円から生花

３万１,５００円～５万２,５００円祭壇花

１万　５００円～１万５,７５０円花輪

２万６,２５０円から十字架

実費寝台車代

　　　３,１５０円から案内看板

１万５,７５０円から大看板

２万１,０００円からハイヤー

３万９,９００円～４万２,０００円マイクロバス
（２０�まで）

６万３,０００円からテント一式
（２間×１.５間）

※金額は税込料金です。上記料金のほか、後飾り
壇、はらい串、ハンカチ、清塩等は別料金とな
りますので、市民葬儀取扱店と十分打ち合わせ
をしてください。
※葬家の都合により数量が変動したり、必要なも
のと不必要なものがあり価格が変動します。
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災
害
時
に
お
け
る
井
戸
の
使
用

に
関
す
る
協
力
協
定
を
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院

と
締
結
し
ま
し
た

　

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三

病
院
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

病
院
敷
地
内
に
あ
る
井
戸
を
利

用
し
た
浄
水
プ
ラ
ン
ト
の
水
を
、

９
月
１
日
�
か
ら
災
害
時
に
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

狛
江
市
と
の

間
で
協
力
協

定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
医
療
活
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、

良
質
な
飲
料
水
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
が
、「
０
５
７
０
」
の

「
０
」
を
押
し
忘
れ
た
り
、
市
外
局

番
を
つ
け
て
し
ま
い
間
違
い
電
話
に

な
っ
て
い
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」に
電
話
を

お
か
け
に
な
る
際
に
は
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」は
次
の　
１０

桁
の
番
号
と
な
り
ま
す
。

〔
年
金
請
求
な
ど
の
ご
相
談
は
〕
�

０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０５

〔
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方

の
ご
相
談
は
〕
�
０
５
７
０
（　

）
０７

１
１
６
５

　

な
お
、
電
話
機
の
設
定
、
Ｉ
Ｐ
電

話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
、
電
話
機
に

よ
っ
て
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

つ
な
が
ら
な
い
時
は
、
府
中
社
会

保
険
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
に
は
、
月
々
の
保
険
料

を
ま
と
め
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、　

月
分
か
ら
来
年
３
月

１０

分
ま
で
を
ま
と
め
払
い
す
る
と
、
月

々
納
め
て
い
た
だ
く
場
合
よ
り
も
、

総
額
で
６
８
０
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、　

月
分
か
ら
来
年
３
月
分

１０

ま
で
の
ま
と
め
払
い
を
希
望
す
る
場

合
は
、　

月　

日
�
が
期
限
と
な
り

１０

３１

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
も
ま
と
め
払

い
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
お
得
な
「
前
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

は
、
９
月
末
日
ま
で
に
「
国
民
年
金

口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
を
社
会
保

険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
金
融
機
関
等
で
は
、
９
月
中
の
申

し
出
の
場
合
、
引
き
落
と
し
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

９
月　

日
�
か
ら
、
東
京
社
会
保

１９

険
事
務
局
が
移
転
し
ま
す
。

〔
住
所
〕
〒
１
６
９
�
８
０
１
２
新

宿
区
大
久
保
２
�　

�
１

１２

〔
電
話
番
号
〕
�（
５
１
５
５
）
１
７

０
０

※
社
会
保
険
審
査
官
に
つ
い
て
も
同

住
所
に
移
転
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
社
会
保
険
事

務
局
、　

日
�
ま
で
は
�
（
５
３
２

１５

２
）
１
６
０
３
、　

日
�
以
降
は
、

１９

�
（
５
１
５
５
）
１
７
０
０

 
�
第
８
回
狛
江
市
補
助
金
評
価
委
員

会〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
６
時　

１４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

�
第
３
回
「
音
楽
の
街
�
狛
江
」
構

想
策
定
委
員
会

〔
日
時
〕
９
月
６
日
�
午
後
７
時
か

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

東
京
社
会
保
険
事
務
局
が
移

転
し
ま
す

 　

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
や
障
害
・

死
亡
時
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
、
各
年
金
を

受
給
す
る
に
は
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額

が
低
額
に
な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
け
が
や
死
亡
な

ど
に
よ
る
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も

受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
一
度
、
お
手
持
ち
の
領
収
証
書

や
預
金
通
帳
、
ま
た
は
毎
年　

月
ご

１１

ろ
送
付
す
る
社
会
保
険
料
控
除
証
明

書
な
ど
で
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
保
険
料
の
割
引

制
度
が
あ
る
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

通
常
、
そ
の
月
の
国
民
年
金
保
険

料
は
翌
月
末
に
指
定
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
が
、
当
月
末
の

口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
割
引
と
な

る
早
割
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
分
・
半
年
分
の
保
険

料
を
ま
と
め
払
い
す
る
と
さ
ら
に
割

引
に
な
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
半
年
分
（　

月
分
〜
平
成

１０

　

年
３
月
分
）
の
ま
と
め
払
い
を
希

１９望
す
る
場
合
は
、
９
月
末
ま
で
の
申

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

し
込
み
が
必
要
で
す
（
金
融
機
関
等

で
は
、
９
月
中
の
申
し
出
の
場
合
、

引
き
落
と
し
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、

国
民
年
金
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）

申
出
書
を
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
（
全
額
免

除
・
４
分
の
１
納
付
・
半
額
納
付
・

４
分
の
３
納
付
）
を
申
請
し
て
４
分

の
１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３

納
付
の
「
一
部
納
付
」
が
承
認
さ
れ

た
場
合
は
、
次
の
一
部
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
一
部
保
険
料
（
平
成　

年
度
）〕
▽

１８

４
分
の
１
納
付　

３
�
４
７
０
円
▽

半
額
納
付　

６
�
９
３
０
円
▽
４
分

の
３
納
付　

１
万
４
０
０
円

　

こ
の
一
部
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
一
部
納
付
」
が
承
認
さ

れ
た
期
間
が
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま

れ
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
も
反
映
さ

れ
ま
す
。

　

万
が
一
、
一
部
保
険
料
を
納
付
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
未
納
期
間
扱
い

に
な
り
、
受
給
資
格
期
間
、
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納

付
制
度
を
受
け
た
方
へ

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

の
間
違
い
電
話
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

皆さんの声を手紙・ファクス等でお寄せください。広聴ファクス� （３４８０） ８０８０

環
境
教
育
へ
の
配
慮
な
ど
、
新
し

い
試
み
を
随
所
に
生
か
し
て
い
ま

す
。
特
別
教
室
は
地
域
開
放
を
前

提
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市

民
活
動
の
場
と
し
て
も
使
い
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
生
き
生
き
と
楽
し
く

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し

て
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
教
育
委

員
会
、
学
校
と
一
緒
に
全
力
投
球

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
か
ら
緑
野
小
学
校
は
、
新

校
舎
で
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨

年
４
月
、
第
二
小
学
校
と
第

七
小
学
校
が
統
合
し
、
市
内

２
つ
目
の
統
合
校
と
し
て
緑

野
小
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
旧
七

小
の
仮
校
舎
か
ら
旧
二
小
の
新
校

舎
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
も
の
で
す
。

　

最
初
の
統
合
校
・
和
泉
小
学
校

の
時
と
同
様
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
活
発
な

議
論
、
意
見
交
換
を
経
て
、
両
校
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
新
設
校
に

ふ
さ
わ
し
い
整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
校
舎
を
視
察
し
た
際
、
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
開
放
感
で
し
た
。

ま
ず
正
面
玄
関
に
入
る
と
、
ガ
ラ
ス

越
し
に
事
務
室
や
そ
の
先
の
職
員
室

が
見
え
、
お
互
い
様
子
を
確
認
し
合

え
ま
す
。
ま
た
教
室
と
廊
下
の
間
の

壁
を
な
く
し
、
児
童
の
生
活
空
間
が

広
く
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
図
書

館
は
読
み
聞
か
せ
も
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
、
伸
び
伸
び
と
活
用

で
き
そ
う
で
す
。
そ
の
他
、
多
摩
産

間
伐
材
の
使
用
、
風
力
発
電
は
じ
め

市
長
コ
ラ
ム　
１１０

緑
野
小
が
新
校
舎
で

　
　
　
　
　

新
た
な
ス
タ
ー
ト

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

　

児
童
手
当
が
制
度
改
正
さ
れ
、

支
給
対
象
年
齢
が
、
現
行
の
小

学
校
３
年
生

（
９
歳
到
達

後
最
初
の
年

度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学
校
６

年
生
（　

歳
到
達
後
最
初
の
年

１２

度
末
）
ま
で
に
拡
大
と
な
り
、

併
せ
て
所
得
制
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
定

と
な
る
申
請
の
特
例
期
間
は
、

９
月　

日
�
ま
で
で
す
（
郵
送

３０

申
請
の
場
合
は
同
日
必
着
）。

　

な
お
、
９
月　

日
�
は
、
午

３０

前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
児

童
福
祉
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

第
四
中
学
校
合
唱
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン
ク

ー
ル
に
進
出
し
ま
し
た

　

第
四
中
学
校
合
唱
部
が
、
昨
年

度
に
続
き
今
年
度
も
、
第　

回
Ｎ

７３

Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月　

日
�
に
は
、
東
京
都
西

２５

部
地
区
予
選
で
金
賞
を
受
賞
し
、

８
月
２
日
�
に
行
わ
れ
た
本
選
で

も
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
の
２
校

と
と
も
に
、
９
月　

日
�
に
行
わ

１０

れ
る
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル（
代
表　

校
）

１１

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室



������������������������������

 
■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

２０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１８母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
結
核
検
診

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１１

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１１

１１

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕　

歳
６５

以
上
の
市
民
〔
内
容
〕
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
※
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
健
康
教
室
「
さ
ら
に
歩
く
を
極
め

る
」
参
加
者
追
加
募
集

　

昨
年
実
施
し
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
達
人
を
目
指
し
た
「
歩
く
を
極
め

る
」
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
方
と
、

日
ご
ろ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

方
を
対
象
に
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

２２

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
講
師
〕
宇
佐
美
彰
朗
さ
ん

（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
選

手
）・
保
健
師
・
健
康
運
動
指
導
士

〔
定
員
〕　

人
１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談
〜
育
児
相
談

も
お
気
軽
に
〜

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時　

１５

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
無
料
健
康
相
談

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
１
時　

２１

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
皮
膚

科〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕
３
日
・　

日
・　

１０

１７

日
・　

日
・　

日
・　

日

１８

２３

２４

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

　

国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
介

護
保
険
料
を
納
め
る
方
の
資
産

等
を
活
用
し
て
も
な
お
納
付
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
、
下
表
の

よ
う
な
場
合
に
は
事
情
を
証
明

す
る
書
類
を
添
え
て
減
免
の
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
い
ず
れ
の
減
免
の

申
請
も
納
期
の
７
日
前
ま
で
に

必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■狛江市国民健康保険税減免基準

必要な書類
減 免 対 象
保 険 税

減免割合基　 準条　件　等

生活保護受給証
明書保険税の総額１００％生活保護開始

▽給与証明書
▽収入・無収入
証明書（民生
委員等）
▽賃貸契約書の
写し等
▽医師の診断書
▽被保険者一部
負担金支払額
領収書の写し
▽失職、休職、
退職証明書
▽廃業・休業証
明書（民生委
員等）
▽障害者手帳等
の写し

保険税のうち
所得割額およ
び資産割額

１００％
基準生活費に
対する収入率
１００／１００未満

▽納税義務者また
は同居の親族が
死亡または障が
い者により生活
困難
▽納税義務者また
は同居の親族が
失職、休職、退
職、廃業、休業
等により生活困
難
▽納税義務者また
は扶養親族が疾
病、負傷により
生活困難

７０％

基準生活費に
対する収入率
１００／１００以上
１１０／１００未満

５０％

基準生活費に
対する収入率
１１０／１００以上
１２０／１００未満

消防署等の発行
する証明書

保険税の総額
１００％

住居の全壊・
全焼または流
出

災害等 ７０％住居の半壊・
半焼

保険税のうち
所得割額およ
び資産割額

５０％
床上浸水

家財の１／３
以上の損害

▽給与証明書
▽収入・無収入
証明書（民生
委員等）
▽賃貸契約書の
写し等

３人目差額の
１／２
４人目以降差
額の全額

３人目以降の基礎課
税額における現行均
等割額と改定前の額
との差額６割・４割
軽減世帯についても
軽減後の均等割額に
つき同様とする。

１世帯あたり
３人以上の被
保険者がいる
世帯で基準生
活費に対する
収入率１２０／
１００未満

賦課期日現在、１
世帯３人以上の被
保険者（擬制世帯
主を除く）が加入

事実を証明でき
る書類等

必要と認める
保険税額必要と認める割合市長が特に必要と

認めるとき

※基準生活費　生活保護法による保護の基準の規定において、最低生活を営むのに必要
な額をいう。

※障 が い 者　▽精神上の障がいにより事理を弁明する能力を欠く常況にある方
　　　　　　　▽失明者その他の精神または身体に障がいがある方で身体障害者手帳等

に障がいがある旨の記載がされている方

■狛江市介護保険料減免基準

必要な書類
対象所
得段階

減 免 割 合基　 準条　件　等

消防署等の発行
する証明書

第３～
第７
段階

１００％住居の全壊・全焼
または流出

災害等
７０％住居の半壊・半焼

５０％
▽床上浸水
▽家財の１／３以
上の損害

▽給与証明書
▽確定申告書等
▽収入・無収入
証明書（民生
委員等）
▽賃貸契約書の
写し等
▽医師の診断書
▽障害者手帳等
の写し
▽被保険者一部
負担金支払額
領収書の写し
▽休業、廃業、
失業証明書
▽預金通帳の写
し

第２段階の
保険料額と
する。

基準生活費に対す
る収入率１２０／１００
未満

▽生計を維持する
方が死亡または
障がい者もしく
は長期入院によ
り生活困難

▽生計を維持する
方が休業・廃業・
事業における損
失・失業により
生活困難

現段階の保
険料と第２
段階の保険
料との差額
の５０％

基準生活費に対す
る収入率１２０／１００
以上１３０／１００未満

第３
段階

第２段階の
保険料額と
する。

▽基準生活費に対
する収入率１２０
／１００未満

▽市民税課税者に
扶養されていな
い。

▽市民税課税者と
生計を共にして
いない。

▽既に納期の到来
した保険料は完
納している。

▽介護保険料の所
得基準段階が第
３段階に該当す
る方で、収入が
著しく少ないと
認められる。

▽所得税および区
市町村民税未申
告者（申告不要
者は除く）は減
免の対象としな
い。

事実を証明でき
る書類等全段階必要と認め

る割合
市長が特に必要と
認めるとき

※基準生活費　生活保護法による保護の基準の規定において、最低生活を営む
のに必要な額をいう。

※障 が い 者　▽精神上の障がいにより事理を弁識する能力を欠く常況にある方
　　　　　　　▽失明者その他の精神または身体に障がいがある方で身体障害

者手帳等に障がいがある旨の記載がされている方

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					




















�������������������������������������������������	
��
�������	
����




�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）９ 月 １ 日
 

■
狛
江
弁
財
天
池
特
別
緑
地
保
全
地

区
開
放
日

　

都
内
で
も
珍
し
い
駅
前
に
広
が
る

緑
地
で
す
。
緑
の
中
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

月　

日

１０

１０

１５

�
・　

月　

日
�
・　

月　

日
�
・

１１

１９

１２

１７

平
成　

年
２
月　

日
�
・
３
月　

日

１９

１２

１８

�
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

■
９
月
の
古
民
家
園

▽
覚
東
の
昔
の
く
ら
し　
〔
日
時
〕９

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
小

学
生
以
上
（
小
学
生
は
大
人
同
伴
）

〔
定
員
〕　

人
〔
話
し
手
〕
�
木
光

２５

さ
ん
、
鈴
木
正
平
さ
ん
、
鈴
木
茂
男

さ
ん
〔
持
ち
物
〕
履
物
を
入
れ
る
袋

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

▽
木
を
観
察
し
て
、
木
の
名
前
を
覚

え
よ
う　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前
９
時

１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
小
学
生

３０

１１

３０

と
そ
の
保
護
者
〔
定
員
〕　

組
〔
内

１５

容
〕
西
河
原
公
園
内
の
約　

種
の
木

６０

を
観
察
し
ま
す
。
木
の
名
前
当
て
ク

イ
ズ
も
行
い
ま
す
〔
指
導
〕
山
本
八

郎
さ
ん
、
岩
間
正
隆
さ
ん
ほ
か

▽
大
笑
い
腹
話
術
「
秋
だ
！
み
の
り

だ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」　

〔
日
時
〕　

日
１０

�
午
後
２
時
〜
３
時
〔
出
演
〕
狛
江

腹
話
術
愛
好
会

▽
小
物
細
工
教
室
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
人

形
の
お
手
玉
」　

〔
日
時
〕　

日
�
午

１９

前　

時
〜
正
午
〔
定
員
〕　

人
〔
内

１０

１０

容
〕
か
わ
い
い
置
物
に
も
な
り
ま
す
。

針
や
材
料
は
用
意
し
ま
す
〔
指
導
〕

菅
原
し
つ
枝
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
は
さ

み
・
物
差
し
〔
参
加
費
〕
４
０
０
円

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）
へ
。

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
９
月
行
事

▽
五
本
松
楽
校
の
環
境
保
全
活
動

「
外
来
植
物
の
ア
レ
チ
ウ
リ
を
手
で

摘
み
と
ろ
う
」　
〔
日
時
〕　

日
�
午

１０

前　

時
〜
正
午
、
五
本
松
楽
校
の
エ

１０
ビ
池
集
合
〔
講
師
〕
笠
間
三
男
さ
ん

（
狛
江
ほ
た
る
村
）

▽
水
辺
の
楽
校
の
環
境
保
全
活
動

「
外
来
植
物
の
ア
レ
チ
ウ
リ
を
手
で

摘
み
と
ろ
う
」　
〔
日
時
〕　

日
�
午

２４

前　

時
〜
正
午
、
水
辺
の
楽
校
の
ク

１０
ル
ミ
村
集
合
〔
講
師
〕
小
川
貴
弘
さ

ん
（
狛
江
ほ
た
る
村
）〔
持
ち
物
〕
各

回
と
も
タ
オ
ル
・
帽
子
・
水
筒
・
軍

手
・
あ
れ
ば
鎌
※
草
地
を
歩
け
る
服

装
で
（
雨
天
中
止
）。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
竹
本
�（
５
７
６

１
）２
８
４
４

■
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
イ
ベ
ン
ト

▽
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
公
演　

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
午
後
１
時
・

午
後
２
時　

分
か
ら
（
両
公
演
と
も

３０

　

分
程
度
）〔
内
容
〕
東
京
都
認
定
の

３０ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ハ
ッ
ピ
ィ

吉
沢
さ
ん
、
ペ
ッ
パ
ー
ゼ
ロ
さ
ん
に

よ
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
コ
メ
デ
ィ
ー

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス

▽
奥
多
摩
水
源
地
郷
土
芸
能
イ
ベ
ン

ト　
〔
日
時
〕９
月　

日
�
午
前　

時

１０

１１

〜
午
後
２
時　

分
〔
内
容
〕
小
河
内

３０

地
区
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
鹿
島
踊
り

や
獅
子
舞
等
の
公
演

〔
問
い
合
わ
せ
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
�
０
４
２
８
（　

）
２

８６

７
３
１

 
■
落
ち
葉
の
無
償
配
布

　

公
園
内
で
集
め
た
落
ち
葉
等
を
無

償
配
布
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
積
み
置

い
た
も
の
で
、
家
庭
菜
園
、
園
芸
、

昆
虫
の
飼
育
等
に
利
用
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
〜
８
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
〔
配
布
場
所
〕

西
河
原
公
園
〔
注
意
事
項
〕
袋
・
シ

ャ
ベ
ル
等
を
ご
持
参
の
う
え
、
各
自

で
袋
詰
め
し
て
く
だ
さ
い
。
無
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。
な
お
、
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
防
災
訓
練

と
大
そ
う
じ

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
か

１７

ら
〔
持
ち
物
〕
ぞ
う
き
ん

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
た
め
の
法

律
相
談

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

月　

日

２０

１０

１８

�
午
後
１
時
〜
４
時
〔
会
場
〕
こ
ま

え
苑
〔
内
容
〕
成
年
後
見
制
度
・
任

意
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と
、
障
が

い
者
・
高
齢
者
の
権
利
侵
害
に
関
す

る
こ
と
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
あ
ん

し
ん
狛
江
�
（
３
４
８
８
）
５
６
０

３
へ
。

■
防
災
週
間
「
家
族
で
備
え　

地
域

で
守
る　

強
い
ま
ち
」

〔
期
間
〕
８
月　

日
�
〜
９
月
５
日

３０

�
〔
推
進
事
項
〕
地
震
被
害
等
の
危

険
性
の
周
知
徹
底
、
住
民
の
地
震
に

対
す
る
備
え
等
の
強
化
、
地
域
協
力

体
制
づ
く
り
の
推
進
、
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
防
止
対
策
の
推
進
、
階
段
・

通
路
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
お

よ
び
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
推
進

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消
防
署
�

（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

■
救
急
医
療
週
間
「
大
切
な　

命
を

ま
も
る　

あ
な
た
の
手
」

〔
期
間
〕９
月
３
日
�
〜
９
日
�〔
推

進
事
項
〕
救
急
車
適
正
利
用
の
広
報

推
進
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
の
推
進
、

事
業
所
へ
の
応
急
手
当
奨
励
制
度
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
に
向

け
た
広
報
の
推
進
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
体
験　
〔
日
時
〕９
月

３
日
�
〜
５
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

〔
会
場
〕
狛
江
駅

▽
狛
江
消
防
署
の
庁
舎
を
開
放
し
ま

す　
〔
日
時
〕９
月
９
日
�
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時
〔
主
な
催
し
物
〕
応
急

救
護
訓
練
・
１
１
９
番
通
報
訓
練
・

初
期
消
火
訓
練
・
は
し
ご
車
体
験
乗

車
・
ミ
ニ
消
防
車
の
運
転
・
煙
か
ら

の
避
難
・
消
防
隊
に
変
身

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消
防
署
�

（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

■
「
行
方
不
明
者
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す 

　

９
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、「
行
方

不
明
者
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
な
ど
で
「
病
気

な
ど
を
苦
に
し
て
家
出
を
し
て
所
在

が
わ
か
ら
な
い
」「
旅
行
や
働
き
に
出

た
ま
ま
長
い
間
消
息
を
絶
っ
て
い

る
」「
犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
、
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
９
月
１
日
�
〜　

日
�
午

３０

前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
〔
会
場
〕

３０

警
視
庁
本
部
庁
舎
身
元
不
明
相
談
室
、

警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
音
前
交
番

※
こ
の
ほ
か
、
各
警
察
署
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
警
視
庁
本
部
庁
舎

身
元
不
明
相
談
室
�
（
３
５
８
１
）

４
３
２
１

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

午
後
４
時

〔
会
場
〕
国
営
昭
和
記
念
公
園

〔
対
象
〕
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
（
小
学
校
１
・
２
年
生
は
保
護
者

同
伴
）

〔
内
容
〕
手
作
り
乾
電
池
教
室
・
電

池
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
教
室
・
虎
の
子

レ
ー
ス
ほ
か
。物
産
展
同
時
開
催（
近

隣
自
治
体
お
よ
び
島
し
ょ
地
域
の
特

産
品
販
売
あ
り
）

〔
申
し
込
み
〕
当
日
会
場
で
受
け
付

け
（
実
験
参
加
受
付
は
、
午
後
３
時

ま
で
）
※
１
回
の
実
験
時
間
は
約　
６０

分
。
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど

も
体
験
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.taikenjuku.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
・
島
し
ょ
子

ど
も
体
験
塾
事
務
局
�
０
４
２
（
３

８
５
）
３
４
４
８
（
平
日
午
前　

時
１０

〜
午
後
６
時
）
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▽
第
６
回
奥
多
摩
町

〔
日
程
〕　

月　

日
�
〜　

日
�
１

１０

１４

１５

泊
２
日

〔
会
場
〕
奥
多
摩
町
（
山
の
ふ
る
さ

と
村
宿
泊
）

〔
内
容
〕
山
の
体
験
（
巨
樹
の
森
の

観
察
、
植
樹
体
験
、
つ
る
細
工
教
室

な
ど
）

〔
交
通
手
段
〕
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
羽
村
駅

集
合
。
羽
村
駅
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス

で
移
動

〔
対
象
〕
都
内
市
町
村
在
住
の
小
学

校
５
年
生
〜
中
学
校
１
年
生

〔
定
員
〕　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

〔
参
加
費
〕
１
人
３
�
０
０
０
円

〔
申
込
期
間
〕
９
月　

日
�
ま
で

１２

（
消
印
有
効
）

▽
第
７
回
奥
多
摩
町

〔
日
程
〕　

月　

日
�

１０

２９

〔
会
場
〕
奥
多
摩
町
棚
沢

〔
内
容
〕
山
の
体
験
（
間
伐
体
験
、

山
道
づ
く
り
な
ど
）

〔
交
通
手
段
〕
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
羽
村
駅

集
合
。
羽
村
駅
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス

で
移
動

〔
対
象
〕
都
内
市
町
村
在
住
の
小
学

校
５
年
生
〜
中
学
校
１
年
生

〔
定
員
〕　

人
（
多
数
抽
選
）

５０

〔
参
加
費
〕
１
人
１
�
０
０
０
円

〔
申
込
期
間
〕
９
月　

日
�
ま
で

２６

（
消
印
有
効
）

〔
申
し
込
み
〕往
復
は
が
き
に
住
所
・

代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加

希
望
者
名
（
学
年
）
を
記
入
の
う
え
、

〒
１
７
０
�
８
６
９
１
豊
島
郵
便
局

私
書
箱　

号
「
み
ど
り
東
京
プ
ロ
ジ

５７

ェ
ク
ト
（
第
○
回
奥
多
摩
町
）」
係
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
み
ど
り
東
京
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
�
（
５
９
４
９
）

１
３
４
６

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�


�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

〔日時〕９月９日�午

前１０時・午後２時の２

回上映（上映時間９３分）

〔会場〕西河原公民館

〔入場〕無料

〔問い合わせ〕西河原

公民館�（３４８０）３２０１

■
西
河
原
映
画
会
「
つ
る
」
原
作

：

民
話
「
鶴
の
恩
返
し
」

吉
永
小
百
合
１
０
０
本
記
念
特
別
企
画

〜「
お
祭
り
映
画
よ
り
心
に
残
る
作
品
を
」
と
、
彼
女
自
身
が
選
ん
だ
〜



広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）９ 月 １ 日　�

き
（
１
コ
ー
ス
１
枚
）
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
の
月

と
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
〒
２
０

１
�
０
０
１
５
猪
方
４
�　

�
１
シ

１３

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８

８
）
６
７
３
５
へ
。

 
■
狛
江
市
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
か
ら
の
午
後

２０

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
全　

回
・

４５

４５

１０

毎
回
水
曜
日
）〔
会
場
〕
市
民
総
合
体

育
館
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の

中
学
・
高
校
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
２０

〔
種
目
〕
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〔
参
加
費
〕

中
学
生
１
�
５
０
０
円
、高
校
生
２
�

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
〜
８
日
�
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
５
時
の
間
に
会
費
を
添
え
て
体
育

課
�
（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

■
高
架
下
運
動
広
場
臨
時
休
場

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
補
修
の
た
め
、
９
月

４
日
�
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■
第　

回
市
民
ス
ポ
レ
ク
ビ
ー
チ
ボ

１７

ー
ル
大
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１７

午
後
６
時
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育

館
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
男
女
、
１
チ
ー
ム

４
人
制
▽
小
学
生
の
部
（
３
年
生
以

上
男
女
別
な
し
）
▽
女
子
の
部
（
�

　

〜　

歳
�　

歳
以
上
）
▽
男
子
の

１２

３９

４０

部
（
�　

〜　

歳
�　

歳
以
上
。
�

１２

３９

４０

�
と
も
女
子
含
可
）
※
賞
品
有
。
荒

天
延
期
。
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
。

要
項
は
市
民
総
合
体
育
館
等
で
配
布

〔
申
し
込
み
〕
５
日
�
ま
で
に
市
民

総
合
体
育
館
受
付
の
箱
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
）

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
秋
季
市
民
大

会〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前
９
時
〜

２４

午
後
３
時　

分（
雨
天　

月
１
日
�
）

３０

１０

〔
会
場
〕
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
者
〔
参
加
費
〕

５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

５
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
狛
江
市

１５

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
廣
川
�
・

�
（
３
４
８
９
）
３
３
８
７
へ
。

■
秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
（
予
備
日　

２４

１０

月
１
日
�
・
８
日
�
）〔
会
場
〕
男

子
・
元
和
泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

女
子
・
東
野
川
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
高
校
生
以
上
の
男
女
別
ペ
ア
。
ペ

ア
の
う
ち
１
人
は
市
外
で
も
可
〔
参

加
費
〕
１
人
１
�
５
０
０
円（
協
会
員

は
１
�
０
０
０
円
）〔
申
し
込
み
〕
９

月　

日
�
ま
で
に
狛
江
ラ
ケ
ッ
ト
ク

１７
ラ
ブ
へ
（
午
前　

時
〜
午
後
９
時
）

１０

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
横
川
�
（
３
４
８

９
）
０
７
２
５

■
多
摩
川
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
日
程
変
更

　

多
摩
川
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
は
、

平
成　

年
１
月　

日
�
に
変
更
に
な

１９

１４

り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
）

 
■
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
「
宝
は
わ
た

し
の
街
に
あ
る
」
〜
産
業
・
市
民
・

行
政
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２０

９
時
〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
定
員
〕　

人
程
度
〔
講
師
〕
友
成

３０

真
一
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１９

�
ま
で
に
産
業
生
活
課
ま
た
は
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）
０
１
７

８
へ
。

■
古
布
再
生
〜
ジ
ャ
ン
パ
ー
か
ら
ソ

ー
イ
ン
グ
ケ
ー
ス
を
作
ろ
う
〜

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
・　

日
�
午

１１

１２

前　

時
〜
午
後
４
時
〔
会
場
〕
狛
江

１０
市
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
各　

人
〔
持
ち
物
〕
古
い

１０

ジ
ャ
ン
パ
ー
（
な
る
べ
く
綿
の
入
っ

た
も
の
）、
古
シ
ャ
ツ
・
綿
素
材
の
ス

カ
ー
ト
な
ど
（
洗
っ
て
ほ
ど
い
た
も

の
）、
ミ
シ
ン
糸
、
縫
い
糸
、
裁
縫
道

具
、
裁
ち
ば
さ
み
、
物
差
し
、
筆
記

用
具
〔
材
料
費
〕
５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
４
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

■
生
ご
み
で
堆
肥
を
作
り
ま
せ
ん
か

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１０

　

時
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ

１１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

■
聞
こ
え
な
い
人
に
書
い
て
伝
え
る

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
〜　

月
８
日
午

１５

１２

前　

時
〜
正
午
（
毎
週
金
曜
日
・
全

１０

　

回
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

１２

ー
〔
定
員
〕　

人
〔
受
講
料
〕
２
�

２０

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

〔
期
間
〕　

〜　

月
〔
時
間
〕
午
前

１０

１２

９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

〔
対
象
〕
市
民
〔
定
員
〕
�　

人
�

１６

　

人
（
多
数
抽
選
）〔
費
用
〕
４
�
０

１００
０
円
（
月
４
回
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

７
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
親
子
キ
ャ
ン
プ　
〔
日
程
〕９

月　

日
�
〜　

月
１
日
�
〔
会

３０

１０

場
〕
和
光
大
学
〔
対
象
〕
小
学

生
親
子
（
小
学
生
の
み
の
参
加

も
可
）〔
定
員
〕　

人
〔
申
し
込

３０

み
〕
９
月　

日
�
ま
で

１５

■
中
高
生
自
然
体
験
ま
る
ご
と

キ
ャ
ン
プ　
〔
日
程
〕９
月　

日
２３

�
〜　

日
�
〔
会
場
〕
南
丹
沢

２４

清
津
峡
キ
ャ
ン
プ
場
〔
対
象
〕

中
学
・
高
校
生
〔
申
し
込
み
〕　
１５

日
�
ま
で

■
折
り
紙
タ
イ
ム
▽
大
人
向
け

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
小
箱
」　

〔
日
時
〕

９
月　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

１１

１０

３０

１１

時　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人
▽
小

３０

１０

学
生
向
け
「
ペ
ッ
ト
を
折
ろ
う
」

　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
３
時　

分

１３

３０

〜
４
時　

分
〔
定
員
〕
先
着　

人

３０

１５

※
と
も
に
定
員
に
な
り
次
第
終
了

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
す
く
す
く
測
定　
〔
日
時
〕９
月

４
日
�
・
５
日
�
・
７
日
�
・
８

日
�
受
付
時
間
は
午
前　

時　

分

１０

１５

〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親

１１

１５

������������������������������������������������������������������

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

ヨ

イ

ホ

ー

ル

好評発売中

■水森かおりコンサート
〔日時〕９月２３日�昼：午後２時３０分開演
　　　　　　　　　夜：午後６時３０分開演
〔チケット〕全席指定　５，０００円
　　　　　　※未就学児はご遠慮ください。

■モーツァルト生誕２５０年をたたえて～その４～
レクイエム／東京混声合唱団
〔日時〕１０月１４日�午後５時開演
　　　　※４時３０分から出演者のプレトークあり
〔チケット〕全席指定　４，５００円
〔曲名〕モーツァルト：レクイエム、アヴェ・ヴ

ェルム・コルプス　武満徹：混声合唱の
ためのうたから／ほか

　　　　※未就学児はご遠慮ください。
▽公開リハーサルを行います
〔日時〕１０月１４日�午後１時３０分から
〔対象〕市内在住・在学の小学校５・６年生、
　　　　中学生、高校生
〔定員〕２００人
〔申し込み〕１０月１日�（消印有効）までに、往
復はがきに住所・氏名・学校名・学年を記入のう
え、〒２０１－００１３元和泉１－２－１狛江市文化振興
事業団１０月１４日公開リハーサル係へ。

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは
午前９時から午後５時まで（電話予約でも取り扱
っています）。チケットぴあ、ミュージックショッ
プ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売り場でも
チケットを取り扱っています。

■パソコン教室日程

木曜日午前�水曜日午前�火曜日午後�火曜日午前�火曜日午前�月曜日午後�月曜日午前�月曜日午前�
年賀状
作成

５日・１２日
１９日・２６日

入門から
初級

４日・１１日
１８日・２５日

ワード２
文書作成
３日・１０日
１７日・２４日

ワード３
画像と表
３日・１０日
１７日・２４日

ワード１
文章入力
３日・１０日
１７日・２４日

メール・ＩＴ
基本

２日・１６日
２３日・３０日

画像処理
応用

２日・１６日
２３日・３０日

エクセル１
基本

２日・１６日
２３日・３０日

　

月
１０

年賀状
作成

２日・９日
１６日・２３日

入門から
初級

１日・８日
１５日・２２日

ワード２
文書作成
７日・１４日
２１日・２８日

ワード１
文章入力
７日・１４日
２１日・２８日

年賀状
作成

７日・１４日
２１日・２８日

メール・ＩＴ
基本

６日・１３日
２０日・２７日

デジカメ
画像基本
６日・１３日
２０日・２７日

エクセル１
基本

６日・１３日
２０日・２７日

　

月
１１

ワード３
画像と表

１１月３０日 ・７ 日
１４日・２１日

入門から
初級

１１月２９日 ・６ 日
１３日・２０日

ワード２
文書作成
５日・１２日
１９日・２６日

エクセル２
応用

５日・１２日
１９日・２６日

ワード１
文章入力
５日・１２日
１９日・２６日

メール・ＩＴ
楽しい応用
４日・１１日
１８日・２５日

ホームページ
作成

４日・１１日
１８日・２５日

エクセル１
基本

４日・１１日
１８日・２５日

　

月
１２

※応用はレベルアップ受講に好適コース。ワード１、２、３は少しずつレベルが上がります。１０月１９日の年賀状作成、１２月２１日のワード３は午後開催になります。

子
〔
内
容
〕
お
子
さ
ん
の
身
長
・

体
重
を
測
り
ま
す
。

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク　

〔
日
程
〕　

月
７
日
�
〜
８
日
�

１０

〔
対
象
〕
小
学
校
５
年
生
〜
高
校

３
年
生
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕

２０

秋
の
夜
長
に
約　

�
の
道
の
り
を

１２

歩
い
た
後
、日
の
出
を
見
ま
す〔
参

加
費
〕
１
�
０
０
０
円
〔
申
し
込

み
〕
９
月
４
日
�
〜　

日
�

２２

◎
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２（
４
８
３
）４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕９
月　

日
１５

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）９ 月 １ 日

■
市
民
卓
球
大
会

〔
日
時
〕　

月
１
日
�
午
前
９
時
か

１０

ら〔
会
場
〕市
民
総
合
体
育
館〔
種
目
〕

個
人
戦
一
般
男
子
・
女
子
、新
人
戦
男

子
・
女
子
（
市
の
大
会
で
３
位
入
賞

者
お
よ
び
新
人
戦
優
勝
者
を
除
く
）、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
、　

歳
以
上
男
子
・

４０

女
子
、　

歳
以
上
男
子
・
女
子
、　

５０

６０

歳
以
上
男
子
・
女
子
、
中
学
生
以
下
、

小
学
生
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者〔
参
加
費
〕７
５
０
円
、
ジ
ュ

ニ
ア
お
よ
び
ホ
ー
プ
ス
は
３
０
０
円

（
当
日
払
い
）〔
申
し
込
み
〕
９
月　
１５

日
�
ま
で
に
体
育
協
会
�
（
３
４
８

０
）
６
２
１
１
へ
（
平
日
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時
）
※
一
般
・
新
人
戦
・

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
か
ら
１
種
目
と
年
代

別
１
種
目
の
２
種
目
ま
で
申
し
込
み

可〔
問
い
合
わ
せ
〕
卓
球
連
盟
・
秋
元

�
（
３
４
８
９
）
４
５
５
９

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
教
室

〔
日
時
〕　

月
６
日
�
・
７
日
�
・

１０

　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
午
後
５

１１

１２

１３

時　

分
〜
７
時　

分
〔
定
員
〕　

人

３０

３０

２５

（
多
数
抽
選
）〔
内
容
〕
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
楽
し
く
体

力
づ
く
り
を
行
い
ま
す
〔
参
加
費
〕

１
�
２
５
０
円
（
保
険
料
含
む
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
ま
で
に
、は
が
き
に
講
座
名
・

１３住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
〒
２
０
１
�
８
５

０
１
元
和
泉
３
�
９
�
１
狛
江
高
等

学
校
�
（
３
４
８
９
）
２
２
４
１
へ
。

■
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
変
更

　

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
種
目
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（
平
日
の
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
）

１０
 

�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
カ
レ
ッ
ジ
専
門
コ
ー
ス

「
地
域
で
つ
く
る
私
の
暮
ら
し
」　

〔
日
程
〕
左
表
〔
時
間
〕
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
対
象
〕
高
齢
者
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
申
し
込
み
〕
９
月
４
日

２０

�
か
ら
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
西
河
原
公
民
館
学
習
情
報
室
は
、

西
河
原
公
民
館
図
書
室
に
名
称
変
更

し
ま
し
た
。

�
中
央
公
民
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
コ
マ
エ
ス
タ
イ
ル
（
青
年
教
室
）

「
や
さ
し
い
英
会
話
教
室
」　

〔
日

時
〕
９
月
７
日
〜　

日
（
全
４
回
・

２８

毎
週
木
曜
日
）午
後
７
時
〜
９
時〔
対

象
〕
青
年
〔
定
員
〕　

人
※
事
前
申

２０

込
制
〔
講
師
〕
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・
キ

ョ
ン
ダ
さ
ん

■
成
人
教
室
「
将
棋
教
室
」　

〔
日

時
〕
９
月　

日
〜　

月　

日
（
全
６

１４

１０

１９

回
・
毎
週
木
曜
日
）
午
後
２
時
〜
４

時
〔
定
員
〕　

人
※
事
前
申
込
制

２０

〔
講
師
〕
小
林
宏
さ
ん
（
日
本
将
棋

連
盟
棋
士
六
段
）

■
公
民
館
保
育
室
利
用
者
募
集
〔
対

象
〕
水
・
木
曜
日
に
公
民
館
で
グ
ル

ー
プ
活
動
す
る
方
の
子
ど
も
（
学
齢

前
ま
で
。
要
相
談
）〔
保
育
時
間
〕
午

前　

時
〜
正
午
〔
定
員
〕
若
干
名

１０
〔
費
用
〕お
や
つ
代
実
費〔
申
し
込
み
〕

９
月
４
日
�
午
前
９
時
か
ら
先
着
順

 
�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　

９
月
６

日
・　

日
・　

日
・　

日
（
各
水
曜

１３

２０

２７

日
）
い
ず
れ
も
午
後
３
時　

分
か
ら

３０

（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

９

月　

日
�
・　

日
�
〔
０
〜
１
歳
の

１４

２８

子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時　

分

１０

３０

〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の
子
ど
も

１０

４５

と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

２０

�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
時
間
〕
午
後
３
時　

分
か
ら
▽
９

４５

月
７
日
�
〔
絵
本
〕　

ひ
き
の
こ
も

１４

り
う
た
〔
お
は
な
し
〕
き
し
む
ド
ア

〔
工
作
〕
Ｕ
Ｆ
Ｏ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

１４

ハ
ネ
ス
う
さ
ぎ
の
た
ん
じ
ょ
う
び
・

お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
〔
折
り
紙
〕
う

さ
ぎ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
し
ん
く
ん

２１

と
へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン
〔
紙
芝
居
〕

い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね
〔
工
作
〕
し
ゅ
る

し
ゅ
る
の
び
る
ぼ
う
▽　

日
�
〔
絵

２８

本
〕
か
っ
ぱ
の
て
が
み
〔
紙
芝
居
〕

か
っ
ぱ
の
す
も
う
〔
折
り
紙
〕
ぱ
く

ぱ
く
か
っ
ぱ

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽
９
月
４
日
�
〔
絵
本
〕
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
・
う

そ
つ
き
〔
お
は
な
し
〕
い
た
ず
ら
こ

う
さ
ぎ
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
お
ま
じ

１１

な
い
さ
ん
・
だ
ん
ま
り
く
ら
べ
・
ル

シ
ー
ル
は
う
ま

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕９

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１５

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

ア
ラ
イ
グ
マ
じ
い
さ
ん
と　

ひ
き
の

１５

な
か
ま
た
ち
〔
お
は
な
し
〕
こ
ば
ん

の
虫
ぼ
し
〔
折
り
紙
〕
と
ん
ぼ

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
設
置
目
的

　

平
成
６
年　

月
１
日
に
施
行
さ

１０

れ
た
「
狛
江
市
福
祉
基
本
条
例
」

に
基
づ
き
、
市
長
の
附
属
機
関
と

し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
狛
江
市
福
祉
基
本
条
例
」に
掲

げ
る
基
本
理
念
「
す
べ
て
の
市
民

は
、
生
涯
に
わ
た
り
人
間
性

が
尊
重
さ
れ
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
自
立
し
て
主
体
的

か
つ
個
性
的
に
生
活
す
る
こ
と
を

等
し
く
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、
調
査
・

審
議
し
、
必
要
な
意
見
を
市
長
に

具
申
す
る
機
関
で
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
の
中
に
作
業
委

員
会
・
専
門
作
業
部
会
を
設
け
、

具
体
的
な
計
画
の
策
定
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
委
員
数

　
　

人
（
う
ち
公
募
市
民
委
員
５

２０
人
）

○
会
議
開
催
頻
度
お
よ
び
時
期

▽
本
委
員
会
、
平
成　

年
度
３
回

１８

（
７
月
・　

月
・
２
月
）

１１

▽
児
童
作
業
委
員
会
（
年
６
回
程

度
実
施
）

▽
障
が
い
作
業
委
員
会
（
年
６
回

程
度
実
施
）

○
活
動
内
容

▽
福
祉
計
画
の
策
定
お
よ
び
改
定

に
関
す
る
こ
と
。

▽
市
民
福
祉
の
推
進
お
よ
び
そ
の

調
整
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る

こ
と
。

▽
市
が
実
施
す
る
各
種
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
行
政
不
服
審
査

法
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
不
服
申
立

に
関
す
る
こ
と
。

○
現
在
の
取
り
組
み

　

今
年
度
は
障
が
い
・
児
童
の
２

作
業
委
員
会
を
設
置
し
、
次
の
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
作
業
委
員
会
で
は

自
立
支
援
法
施
行
に
伴
う

「
障
害
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童

作
業
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
２

１８

月
に
中
間
報
告
し
た
「
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
及
び
保
育
所
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
」
の
最
終
報

告
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
お
す

す
め
図
書
リ
ス
ト
」
等
の
配
布
も

あ
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
も

ど
う
ぞ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
校
の
近
く
に
は
自
然

豊
か
な
多
摩
川
の
流
れ
が
あ
り
、

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
多
摩
川
で
見
つ
け
た
魚
の
卵

を
教
室
で
ふ
化
さ
せ
育
て
た
り
、

多
摩
川
で
化
石
を
採
取
し
て
調
べ

た
り
、
多
摩
川
を
と
お
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

夏
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
の
方
で
作
っ
た
い
か
だ
で

「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
多
摩
川
い
か

だ
レ
ー
ス
」
に
参
加
し
て
多
摩
川

の
流
れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




学

校

学

校

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
４

　

第
六
小
学
校
は
、
市
が
指
定
を

受
け
て
い
る
文
部
科
学
省
「
学
校

図
書
館
資
源
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
事
業
」
の
モ
デ
ル
校
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、「
大
好
き

図
書
館　

も
っ
と
読
も
う　

も
っ

と
調
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

　

月　

日
�
に
研
究
発
表
を
行
い

１１

２４

ま
す
。

　

読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
こ

と
も
あ
る
本
校
で
は
、
保
護
者
の

方
々
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
活
動

が　

年
以
上
も
続
い
て
い
た
り
、

２０
地
域
の
読
み
聞
か
せ
の
会
の
方
の

ご
協
力
が
あ
っ
た
り
と
、
本
が
大

好
き
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う

と
い
う
活
動
が
さ
か
ん
で
す
。

　

研
究
発
表
会
当
日
は
、
読
書
指

導
を
基
本
に
し
な
が
ら
学
校
図
書

館
の
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
生
か
し
た
調
べ
学
習
の
授
業
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�
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■西河原カレッジ専門コース「地域でつくる私の暮らし」

講　　　　師学習テーマ月　日回

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）講座開設９月１４日�１

第１部　安心のまちづくり（防災）

市職員
新潟県中越地震救援活動報告
震災直後の状況から復興に向
けて

９月２１日�２

市職員狛江市の地震対策
９月２８日�３

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）

話し合い

話し合い１０月５日�４

狛江消防署職員消防署の震災時対応計画
と消防署見学１０月１２日�５

清水裕さん
（昭和女子大学助教授）震災時の行動心理１０月１９日�６

第２部　地域参加で自分を活かそう

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）

話し合い
これからやってみたいこと１１月２日�７

岩間正隆さんサークル活動の経験から１１月９日�８

狛江市社会福祉協議会、こま
えボランティアセンター職員狛江市のボランティア活動状況１１月１６日�９

藤原佳典さん
（�東京都老人総合研究所）地域参加で自分を活かす１１月３０日�１０

堀恒一郎さん
（國學院大學名誉教授）まとめ　話し合い１２月７日�１１

※第６回「震災時の行動心理」は公開講座です。どなたでもご参加ください。

 読み聞かせの様子 
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緑野小学校のシンボルヒマラヤスギの木陰から

 

　普通教室は全室南側の校庭に面しており、

広々としたオープンスペースと一体となっ

ています。教室は学年ごとにブロック化し、

学年単位での発表や共同学習にも対応でき

るようになっています。また、ライトコー

トやベランダを取り入れ室内の明るさと通

風を確保しました。

 

　死角のない施設配置、開放部分の区分け

等安全や防犯に配慮した設計になっていま
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す。職員室の壁をガラス張りにして玄関ま

で見える造りとなっています。

 

　施設自体が、環境教育の教材として活用

できるようになっています。太陽光発電・

風力発電システムの設置、屋上緑化を行い、

雨水はトイレや屋上の芝生へ利用できるよ

う雨水貯留槽を整備しました。
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　多様な学習活動に対応できるよう施設環

境を整備しました。

　図書室は、調べ学習や情報の収集活動が

できるだけでなく、自主的な読書活動が落

ち着いてできるような造りとなっています。

　また、伝統ある音楽活動のため、防音の

演奏練習スペースを充分確保しました。さ

らに校内ＬＡＮを校舎全体に敷設し、高度

情報通信ネットワーク社会に対応した施設

となっています。

 

　新子どもフリープレイ、生涯学習、福祉

事業にも利用できるように考慮して設計し

ています。音楽室、多目的スペース、家庭

科室は今後地域開放する予定です。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					
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申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談
日の１週間前から
産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

事前予約制。産業
生活課で受け付け

カウンセラー６日�・２０日�　午前９時～正午カウンセリング
・ 心 の 相 談

建 築 士１３日�　午後１時～４時住 宅 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

５日�・１９日�　午後１時～４時
相 続 相 談

夜間相談　１２日�　午後６時～８時

カウンセラー１３日�・２７日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

弁 護 士１９日�　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

午後１時から産業
生活課で受け付け
（２人以上の場合
は順番を抽選）定
員６人
※夜間相談は事前
予約制

宅地建物取引業協会７日�　午後１時～４時不動産取引相談

司 法 書 士 会
調 布 支 部

１１日�　午後１時～４時
登 記 相 談

夜間相談　２５日�　午後６時～８時

人権擁護委員２１日�　午後１時～４時人権身の上相談

行政相談委員１５日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２８日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測量表示登記相談

元金融・生命保険
事 務 経 験 者４日�　午後１時～４時ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。産業
生活課で受け付け

東京税理士会
武蔵府中支部１４日�　午後１時～４時

税 務 相 談 事前予約制。
会場は同支部
�０４２（４８８）５５５０

東京税理士会
武蔵府中支部

毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　午後１時～４時

産業生活課（午後３
時まで受け付け）消費生活相談員月～金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２７日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

直接２階第２市民
相談室難病者相談員４日�　午前９時～正午難 病 者 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴覚障がい者相談

母子自立支援員月～金曜日　午前９時～午後４時母子・女性相談

介護保険相談員毎週火曜日　午後１時～４時介 護 保 険 相 談

狛江市教育研究所
�（３４３０）６６５５へ教 育 相 談 員月～金曜日　午前９時～午後４時教 育 相 談

直接保険年金課へ社会保険労務士毎週月・水・金曜日　午前９時～午後４時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター
�（３４８８）６７３５※電話予約制毎月第３月曜日　午後１時３０分高 年 齢 者 就 業

説 明 相 談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金曜日　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談
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〔日時〕９月１６日�午前９時～正午

※ご来校に際してはスリッパ等をご持参く

ださい。

開放的な教室

風力発電と屋上の芝生

太陽光発電

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					




















����������������������������	
�

読み聞かせスペースのある学校図書館（図書室）


